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自己紹介

1977:地元で”シティO” 1980:作図(ﾄｰﾀｽ3Days) 1982-85:早大OC大会 1987-97:OC大会計セン 1994:OｰJapan連載 2020:プランニング選手権

レッグ線がすべて直角に
交わるコースで2位の得票

参戦

池G @iumani_M50

2022~:Lapデータ活用し、SNSで発信

今回、このLapデータの加工に生成AIを利用してみたので、紹介したいと思います。

40年前!

1990:インカレPV(日学)

オリエンテーリング歴47年。ほぼ運営畑を歩む。一度だけ全日本H21Eに出場(笑)
当時最先端ながら今では“前世紀の人”（Windows95 、ネット普及、Mulka以前）

http://www.yk.rim.or.jp/~ikegaya/
大会運営学 ほか（PC向け）



②データ形式の加工・名寄せと蓄積
（例）齋→斉

齊→斉
斎→斉

①Lapcenterからデータを取得

Lapcombat内部機能を用いて抽出
(ベースは的場さん提供(2004年))

エントリー王 集計の仕組み

③データ可視化用ソフトに取込

(PowerBI Desktop)

現方式
ラップデータをダウン
ロードするプログラム

（開催年別一覧のページ
から各大会に順次アク
セスして取得）

約61万行の
Excelシート



②データ形式の加工・名寄せと蓄積①Lapcenterからデータを取得

Lapcombat内部機能を用いて抽出
(ベースは的場さん提供(2004年))

エントリー王 集計の仕組み（Copilotを使うキッカケ）

③データ可視化用ソフトに取込

(PowerBI Desktop)

現方式
ラップデータをダウン
ロードするプログラム

（開催年別一覧のページ
から各大会に順次アク
セスして取得） （難点）

日本語（シフトＪＩＳコード）
にない文字が表示時に文字化け

※LapcenterWEB上・lxmファイル中の文字化けは別原因
SJISコードでCSV保存したスタートリストを使用した（運用ミス）が原因と考えられる



②データ形式の加工と名寄せなど①Lapcenterからデータを取得

Lapcombat機能を用いて抽出

エントリー王 集計の仕組み(Copilot利用で代替機能を作成)

③データ可視化用ソフトに取込

(PowerBI Desktop)

現方式
ラップデータをダウン
ロードするプログラム

（開催年別一覧のページ
から各大会に順次アク
セスして取得）

ラップファイルから直接データを
取り出す方法をCopilotに質問
（手軽に使えるExcelでと注文）

新方式



Copilot利用の手順

①やりたいことを書く。
⇒ ②Copilotを起動する。
⇒ ③やりたいことをCopilotにコピペして、アップロードする。
⇒ ④何秒かでプログラムが生成され、表示される。
⇒ ⑤それをExcel VBA画面にコピペして実行する。

・やりたいことを日本語で書けば良い。
・一度で成功するとは限らず、やりとりして改善する。
・日を改めると、振り出しに戻る。（担当者が変わったような感じ）
・正しく動作するようになったら、以後はプログラムを修正していくのがよさそう。
・意外と初歩的なミスもする。「違うよ、直して」と言えば修正してくれる。

新方式



lxｍファイル（改行を入れると見やすくなる・扱いやすくなる）→ここでは改行挿入済の前提で進める

やりたいこと＝lxmファイルから項目名とデータ内容を取り出したい。

新方式

ラップファイルを読みこんで、Excelの新規シートに書き込む、Excel VBAのコードを書いて。
（中略）

①Ａ列: “class name=”があった場合、class name= の後に続く“”で囲まれた文字列。次のclass name=が出てくるまでは同じ値。
②Ｂ列:id= の後に続く、""で囲まれた文字列
③Ｃ列:runner name= の後に続く、“”で囲まれた文字列
④Ｄ列:club= の後に続く、""で囲まれた文字列
⑤Ｅ列:rank"があった場合、rank= の後に続く、""で囲まれた文字列 "rank"がない場合は空白
⑥Ｆ列:result= の後に続く、""で囲まれた文字列
⑦Ｇ列:ecard=  の後に続く、“”で囲まれた文字列 （実際には、何度も改善を図っていった結果、⾧くなる）



Copilot利用の手順

①やりたいことを書く。
⇒ ②Copilotを起動する。
⇒ ③やりたいことをCopilotにコピペして、アップロードする。
⇒ ④何秒かでプログラムが生成され、表示される。
⇒ ⑤それをExcel VBA画面にコピペして実行する。

・やりたいことを日本語で書けば良い。
・一度で成功するとは限らず、やりとりして改善する。
・日を改めると、振り出しに戻る。（担当者が変わったような感じ）
・正しく動作するようになったら、以後はプログラムを修正していくのがよさそう。
・意外と初歩的なミスもする。「違うよ、直して」と言えば修正してくれる。

新方式



Copilot利用の手順

①やりたいことを書く。
⇒ ②Copilotを起動する。
⇒ ③やりたいことをCopilotにコピペして、アップロードする。
⇒ ④何秒かでプログラムが生成され、表示される。
⇒ ⑤それをExcel VBA画面にコピペして実行する。

・やりたいことを日本語で書けば良い。
・一度で成功するとは限らず、やりとりして改善する。
・日を改めると、振り出しに戻る。（担当者が変わったような感じ）
・正しく動作するようになったら、以後はプログラムを修正していくのがよさそう。
・意外と初歩的なミスもする。「違うよ、直して」と言えば修正してくれる。

新方式



Copilot利用の手順
⇒ ⑤それをExcel VBA画面にコピペして実行する。

新方式



今回得られた知見
・やりたいことを日本語で書けば良い。
・一度で成功するとは限らず、やりとりして改善する。（勉強にもなったりする。）
・日を改めると、振り出しに戻る。（担当者が変わったような感じ）
・同じ依頼をしても、結果が異なることは普通にある。
・意外と初歩的なミスもする。
・「違うよ、直して」と言えば、すぐに修正してくれる。

→修正依頼内容は次回利用に向けて指示に追記する。（書いても無視されることもある）
・正しく動作するようになったら、以後はプログラムを修正していくのが良さそう。

+ 現時点で実現可否の見当がつかないようなことも尋ねてみると良い。
（【例】写真（画像ファイル）に写っているカードの番号をリスト化することはできますか?）
⇒このソフトを入れればできますよ、などと、インストールからの一連の手順を教えてくれるし、

動かすべきプログラムも生成してくれる。つかなくても、問いかけてみる価値はある。

新方式

知識がなくても使えるので、「ともかく、やってみよう」



（番外編）
Lapcombat2エンジンをExcelから利用する
（Lapcombat2と32bit版Excelの両方がインストールされているPCで可能）

実演します）

現方式

（番外編として、相当マニアックですが、現在の方式についても紹介します。）



内部構造をExcelから見る①

初期設定

Excel画面
[開発]
→[Visual Basic]
→Microsoft Visual Basic for Application画面
→[ツール]
→[参照設定]
→LapCombat2 System Object 1.2 に
→[OK]

現方式
Excel VBA画面



内部構造をExcelから見る②
[表示]
→[オブジェクトブラウザ]

現方式

オブジェクトブラウザ画面で

→lapで検索

→クラスの中から、
たとえば、
clsAnalyzedRunnerData
を選択

→メンバ・データ項目名が
表示されるので、コード
に記載する。

巡航

ミス率



内部構造をExcelから見る③

現方式

⇒ 該当項目がExcelシートに表示される



以上、脱線して現方式についても紹介させていただきました。

今年は
①新方式の併用で、文字化けを減少させつつ、
②現方式の拡張で、レッグレベルの情報まで集計対象にする予定!

・赤ラップ（区間トップ）最多獲得者は、いったい誰?
- 全体
- ラスポ~ゴール限定 などなど

お楽しみに!す）



ご清聴ありがとうございました。

今回のプレゼンに関するご質問や「こんなデータ集計はできそう?」
といった、ご意見・コメントがございましたら、ＤＭいただけると
幸いです。



付録（.lxmに改行を挿入するコード）
# [新方式]で使える形に、また、オリジナルの.lxmファイルを見やすい形に編集する Pythonのコードです。
# これも Copilot に書いてもらいました。

import re

# 読み込むファイルのパス
input_file_path = r’D:¥copilot_work¥lap.lxm'
output_file_path = r’D:¥copilot_work¥lap_modified.lxm'

# ファイルを読み込み、改行して別ファイルに書き込む
with open(input_file_path, 'r', encoding='utf-8') as file:

content = file.read()

# <runner> タグで改行
modified_content = re.sub(r'><runner name', r'>¥n<runner name', content)

# <class>  タグで改行
modified_content = re.sub(r'<class', r'¥r¥n<class', modified_content)

#modified_content = re.sub(r'¥r¥r', r'¥r',modified_content)

# 別ファイルに書き込み (UTF-8 エンコーディング)
with open(output_file_path, 'w', encoding='utf-8') as file:

file.write(modified_content)

print("別ファイルが作成されました。")


